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578　脂環性合成アミノ酸の腫瘍親和性と側鎖

の影響

　　　柴和弘、森厚文（金沢大　RIセンター）

　　　久田欣一（金沢大核）

　前回の本総会で各種の脂環性合成アミノ酸が選択的

に腫瘍に集積することを報告した。今回我々は、6員

環を持つ脂環性合成アミノ酸である1－Ami　no　cyclo－

hexane　carboxylic　acid（ACHC）、　1－Amino－3－

rne　thy1　・一　cyc　10hexane　carboxylic　ac　id（3－MeACHC）

1－Ami　no　一一4　－methy　1　一　cyc　l　ohexane　carboxy　l　i　c　ac　id

（4－MeACHC）、1－Ami　no－4－pheny　l－cyc　l　ohexane

carboxylic　acid（4－PhACHC）を炭素14で標識合

成し、これらを用いて脂環性合成アミノ酸の腫瘍親和

性と側鎖の影響について検討した。

　エーノレリッヒがんを皮下に移植したddY系マウスに

各種化合物をo．5uCiずつ静注し、経時的な体内分

布変化およびオートラジオグラフイにより比較検討を行

った。その結果、メチル基を側鎖に持つ3－MeACHC、

4－MeACHCは側鎖の位置に関係なくACHCと比較し
て腫瘍集積性が若干減少するものの腫瘍／他臓器比は

逆に増加傾向を示した。一方フエニル基のような大き

な側鎖を持つ4－PhACHCは腫瘍への集積が著しく少

なくフエニル基が腫瘍細胞膜の通過を大きく抑制する

ことが示唆された。
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579　α一アミノイソ酪酸（α一AIB）類似体：

2－Ami　no←－2methy　1・一一butano　i　c　ac　i　d（2－AMB）

の腫瘍診断薬としての可能性

　　　柴和弘、森厚文（金沢大　RIセンター）

　　　久田欣一（金沢大　核）

　α一アミノイソ酪酸（α一AIB）は腫瘍集積性に優れ、

脳腫瘍検出に有望であるが、腎臓、肝臓、腸管等の他

臓器への集積も高いため、腫瘍診断薬としては限界が

ある。そこで、すべての臓器に使用可能な新しい腫瘍

診断薬の開発のため、今回a一アミノイソ酪酸（a－AI

B）の類似体である2－Amino－2・－methy1－buta・一一

noic　acid（2－AMB）を14C一標識合成し、腫瘍

診断薬としての可能性を検討した。

　エールリッヒがんを皮下に移植したddY系マウスに

2－AMBを0．5，uC　i静注し、経時的体内分布・オート

ラジオグラフィ、および代謝を調べ、α一AIB、　ACPCと

の比較を行った。その結果、腫瘍集積率（％dose／

9）はACPC、α・一・AIBよりも若干劣るが、腫瘍／臓器

比についてはα一AIB（腫瘍／血液、筋肉比を除く）、

ACPC（腎臓を除く）より優れていた。すなわち、2

－AMBは、α一一AIBの優れた腫瘍集積性を保ち、かつ

他臓器への集積が低いため、病巣部位不明の検索に

有望な薬剤基質と考えられた。
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